
福井ジュニアアーチェリークラブ



ジュニアクラブのＯＧが初めてのフル代表入り
ジュニアチームの１期生のＯＧ（西嶋詩緒里選手：日本体育大学３年）

が令和4年11月4日～6日に行われたナショナルチーム選考会において好成績
を収め、2023ナショナルチーム入りを果たしました。
西嶋選手はこれまでもＵ１７ナショナルチームやＵ２０ナショナルチー

ムに選出されていましたが、今回初のフル代表入りとなりました。
本県在住で、いつもジュニアクラブの近くで練習している久原千夏選手

（福井信用金庫）も引き続き、ナショナルチーム入りを果たしました。

ジュニアクラブのトピックス
１

ナショナルチーム選考会後の西嶋選手と久原選手Ｕ２０代表として国際大会出場の西嶋選手（高校２年生次）



①指導体制が充実

・鯖江高校を指導する津田勇志教諭がジュニアクラブと高校の部活動を
一貫指導するようになり、指導体制が非常に充実しました。

・元世界選手権日本代表の現役選手も指導しています。

②全国大会で活躍する選手を続々と輩出

・令和４年度には、全日本小中学生選手権への出場、栃木国体に本県初
の中学生選手として出場する選手を輩出し、この選手は現在も高校で
競技を頑張っています。

・令和５年度の全日本小中学生選手権には、
当クラブから４名の選手が出場を果たす
など、全国屈指の強豪クラブに成長して
います。

福井ジュニアアーチェリークラブとは①
２

全日本中学生選手権大会で競技する黒田蒼衣選手



③日本トップレベル選手の練習を間近で見ることができる贅沢な環境
日本代表の久原千夏選手などが毎日練習する場所で一緒に練習できる

ため、トップ選手を身近に感じながら練習できる。

１

日本代表の久原千夏選手（福井信用金庫）

いちご一会栃木国体での福井県成年女子チーム
久原千夏選手
西嶋詩緒里選手（日本体育大学、当チームＯＧ）
真柄結衣選手（近畿大学）

福井ジュニアアーチェリークラブとは②
３



④同年代の全国トップレベル選手との交流が持てる
中学２年生でレベルが上がれば、国体の強化指定選手に指定され、日

本オリンピック委員会のＪＯＣエリートアカデミーとの合同練習会にも
参加できます。同世代のトップ選手と練習することで、より向上心を高
めることができます。

１

ＪＯＣエリートアカデミーとの合同練習会にジュニアクラブから３名が参加（令和４年１２月１７日～１８日）

福井ジュニアアーチェリークラブとは③
４



（令和４年度）
・全日本小中学生アーチェリー選手権 中学生女子の部
黒田蒼衣 ９位タイ

・全日本ゴールデンエイジ（GA）アーチェリー大会 小学生男子の部
西嶋悠真 ９位

・栃木国体 少年女子 福井県代表 黒田蒼衣

・第１０回ＦＢＣかがやき基金 クラブが「かがやき賞」受賞

（令和５年度）
・全日本小中学生アーチェリー選手権（8月19日～20日）
＜出場者：全国で各カテゴリ16名＞
小学生男子GAの部 西嶋悠真
中学生女子GAの部 谷口佳愛
中学生男子の部  村田聖那
中学生女子の部  帰山美波

１

福井ジュニアアーチェリークラブの実績
５



①高校進学後にＵ－１８ナショナルチーム入りする選手を輩出
ＯＢ・ＯＧから毎年１名以上輩出（全国で男女各４名と狭き門）
※令和元年以降、ＯＢ・ＯＧ２名がナショナル入り

②全国大会に出場する選手を数多く輩出
全日本小中学生アーチェリー選手権に継続的に数多くの選手が出場

③多くのトップ選手の輩出による知名度アップ
メディア等への露出が増え、県内の子どもたちの競技人口が増えてより

活発なジュニアチームへの成長

④ＯＢ・ＯＧがチームの指導者となり次の世代を育成
トップ選手になったＯＢ・ＯＧが大学卒業後に福井に戻って、ジュニア

チームの指導者になる長期的なサイクルづくり

「アーチェリー王国 ふくい」を目指しています

福井ジュニアアーチェリークラブの目標
６
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